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テーマ 吹付のり面、老朽化診断 

事業分野 維持管理運用 

熱赤外線画像による吹付のり面の老朽化診断 

目的  

 

のり面の吹付工は自然斜面や切土したのり面の風化を防止し、小石などの落下や地山の侵食を防

ぐのり面保護工です。この工法は昭和 30 年代から公共事業に使用されはじめ、高度経済成長期に

あわせて多く施工されました。現在ではこれらの吹付のり面は老朽化が進行し、災害につながるケ

ースも見受けられます。 

熱赤外線映像法による吹付のり面の老朽化診断では、踏査による地山の評価と熱赤外線法による

吹付工の評価から吹付工背後の状況も含めた老朽化診断を行い、維持管理方針を提案するもので

す。 

 

内容  

吹付のり面の老朽化診断は以下のフローにより実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 吹付のり面老朽化診断フロー

計画準備

資料調査 

・地形図・地質図 

・施工時の記録 

・管理台帳    など

現地調査 

・現地踏査による地形地質の確認 

・吹付工の目視調査 

・熱赤外線映像調査・解析   など

老朽化診断

維持管理方針の提案 

・対策必要性の判定と対策優先順位の決定 

・対策工の概略検討 

・維持管理計画策定におけるアドバイス など 



熱赤外線画像による吹付のり面の老朽化診断 
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技術ポイント  

 

平成 4 年から 4 年間にわたり、建設省土木研究所（現独立行政法人

土木研究所）では本技術の官民連帯共同研究を実施し、当社はこの共

同研究に参画しています。その成果は平成 8 年 1 月に診断マニュアル

として発行されました。（右記写真） 

熱赤外線映像法は、赤外線サーモグラフィを使用した吹付のり面の

表面温度画像（熱画像）計測結果から、吹付背後の空洞範囲や吹付工

と地山が密着していない範囲を推定する手法です。この結果を吹付の

り面老朽化診断の判定材料とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の流れ[当社の実施範囲]  
 

 

 

 

 

 

業務実績  
 
平成 10～19 年度における吹付のり面診断業務数：30 件（診断のり面数 58 のり面） 

 

 

 
 

土砂部

空洞部

湿潤部

健全部

吹付背後の

地山の性状

深夜・早朝の

画像
日中の画像

２時刻の

温度変化

低温

低温

低温
＊

高温

とくに高温

高温

とくに低温

やや低温

とくに大きい

大きい

とくに小さい

小さい

冬期、地下水温が高い場合は夜間の画像において湿潤部が高温

部として検出されることがある。

＊

土砂部

空洞部

湿潤部

健全部

吹付背後の

地山の性状

深夜・早朝の

画像
日中の画像

２時刻の

温度変化

低温

低温

低温
＊

高温

とくに高温

高温

とくに低温

やや低温

とくに大きい

大きい

とくに小さい

小さい

冬期、地下水温が高い場合は夜間の画像において湿潤部が高温

部として検出されることがある。

＊

 

黄～赤の範囲が吹付

工の機能低下範囲

（空洞部・土砂部）

写真－１ 調査状況 

表－１ 吹付のり面の表面温度と吹付背後状況の関

係

図－２ 老朽化した吹付のり面 図－３ 熱画像解析結果（温度差画像） 
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調査 → 評価 → 提案

老朽化 

健全

調査対象の選定

も実施します 

設計は別業務とし

て実施します 

本業務の実施範囲：赤枠 


